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『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て

古
谷
義
昭
氏

藏
『

林
問
答
集
』
の
紹
介
と

討

細

井

志

中

村

は
じ
め
に

『

林
問
答
集
』
と
は
、
賀か
茂もの
在あき
方かた1

）が
應
永
二
十
一
年
（
一
四

一
四
）
正

に

し
た
、
問
答
形
式
で

數
に
つ
い
て
解

す
る

書
物
で
あ
る
。
寫
本
に
よ
り
異
な
る
が
、
そ
の
基
本
構

は
圖
１

の

り
で
あ
る
。

賀
茂
氏
は
中
世
日
本
の

・
陰
陽

の
支

で
、
在
方
は

賀
茂
氏
本
流
の
勘
解
由
小
路
家
の
陰
陽
師
で
あ
る
。
よ
っ
て
『

林
問
答
集
』
は
、

の
正
統

知
識
で
あ
り
、
中
世
の

數

・
宇
宙

を
表
し
、
中
世
の

廷
陰
陽

を
理
解
す
る
上
で
も

貴
重
な
書
物
と
言
え
る
。
ま
た
江

時
代
に
多
數

の
版
本
が
刊
行
さ
れ2

）、
一
般
の

日
禁
忌
思
想
に

も
影

を
與
え
て
い
る
。

先
行

究
と
し
て
、

容
に
つ
い
て
は
馬
場
眞

（
圖
１
）『

林
問
答
集
』
の
基
本
構

上

二
四
段

本
文

、

）

下

四
〇
段

本
文

、

）

序

目

釋
天
地
第
一

釋
土
用
事
第
二
十
五

在
方
後
記

加
項
目

〜
釋

建
第
二
十
四

〜
釋
金
剛
峯
第
六
十
四

一

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



理
子
氏3

）、
陰
陽

書
の
流

に
關
わ
っ
て
は
木
村
純
子
氏4

）の

究

が
あ
る
が
、
書
誌
・
寫
本

究
と
校
訂
に
つ
い
て
は
、
中
村
璋
八

氏5
）が

規
準
と
な
っ
て
い
る
。

中
村
氏
の
校
訂
本
（
以
下
校
訂
本
）
は
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖

書

藏
吉
田
文

、
庫
本
（
以
下
天
理
本
）
が
底
本
で
あ
る
。
ま
た

氏
は
現
存
の

寫
本
・
刊
本
・
版
本
の

在
を
示
し
て
解

を
し
、

記
で
東
北
大
學

藏
本
（
以
下
東
北
大
本
）
と
文

、

十
六
年

（
一
四
八
四
）
古
寫
本
（
以
下

寫
本
）
の
存
在
も
紹
介
し
て
い

る
。本

稿
で
紹
介
す
る
新
寫
本
發
見
の
い
き
さ
つ
を

べ
る
と
、
ま

ず
細
井
が
二
〇
一
三
年
に
國
立
天
文

、

臺
を
介
し
て
古
谷
義
昭
氏

（
靑
森
縣
在

）

藏
の
『

林
問
答
集
』（
以
下
古
谷
本
）
の
存
在

を
知
っ
た
の
が

で
あ
る
。
同
年
に

な

査
し
た
が
、
二

〇
一
九
年
十
一

に
中
村

と
と
も
に

査
を
行
っ
て
確

し

た
。
直
後
に
細
井
は

せ
て
東
北
大
本
も

査
し
て
い
る
。
こ
の

結
果
、『

林
問
答
集
』
の
書
寫

に
つ
い
て
一
定
の
知
見
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

よ
っ
て
本
稿
の
目

は
、
古
谷
本
の
紹
介
と
考
察
に
よ
り
、

『

林
問
答
集
』
の
寫
本
系
統
を
解

し
、

い
で
そ
こ
か
ら
見

え
る
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
、『
新
陰
陽

叢
書
』

（
名

出
版
）
シ
リ
ー
ズ
が
刊
行
さ
れ
、
第
二

「
中
世
」（
赤
澤

春
彥

補
記
參
照
））

で
は
中
世
の

に
關
す
る
論
考
も
收

さ
れ
、

究
水

準
を
更
に
向
上
さ
せ
る
べ
き
時
期
に
來
て
い
る
。
本
稿
は
こ
れ
に

寄
與
で
き
れ
ば
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
本
稿
で
の
各
寫
本
比
較
や
『

林
問
答
集
』
の

容
に
つ

い
て
は

に
細
井
が
、
古
谷
本
の
藍
本
で
あ
る

忠
本
作

の
背

景
と
、
作

地
で
あ
る

國
期
大
和
國
に
つ
い
て
は

に
中
村

が

査
し
、

體
に
つ
い
て
は

宜
協
議
し
て
細
井
が
ま
と
め
た
。

な
お
本
文

、

討
は
古
谷
本
、
東
北
大
本
、
天
理
本
、
國
會
本

（
後

）、
京
本
（
後

）、
文

、

イ
八
年
（
一
八
一
一
）
版
本
（
以
下

「

化
版
本
」）
以
外
は
、
校
訂
本
に
よ
る
。

一

古
谷
本
『

林
問
答
集
』
の
紹
介

一
）
形

・
構

・

書

に
古
谷
本
の
形

を

す
る
。
澁
引
表
紙
の

子
で
、

表
紙
に
は
題
箋
「

林
問
答

」
が
貼
ら
れ
る
。
裏
表
紙
の
裏

二

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



打
ち
紙
に
は
文

、

字
が
あ
る
が
、
未

讀
で
あ
る
。
中
は
杉
原
紙
の

袋
と
じ
で
、
タ
テ
約
二
四
㎝
、

約
一
七
㎝
、
字

り
は

丁
二

〇
字
×
一
〇
行
で
お
お
む
ね
楷
書
で
あ
る
。

體
に
現
代
の
標
準

字
體
に

い

字
が
使
わ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、
朱
合
點
や

り
點
、

傍
訓
が

體
に
施
さ
れ
る
。
人
名
に
は
朱
一
本
線
、
書
名
に
は
朱

二
本
線
が
引
か
れ
る
。
本
稿
は
こ
れ
ら
を
省
き
、
一
部
の
異
體
字

は
正
字
體
・
現
行
字
體
に
改
め
た
。

續
い
て
古
谷
本
の
構

を
見
よ
う
（
圖
１
「『

林
問
答
集
』
の

基
本
構

」
も
參
照
）。
構

は
序
↓
目

↓
本
文

、

↓

加
項
目
↓

在
方
後
記
「
昔

河
圖
畫
八
卦
洛
書
叙
九

由
此
天
數
地
卦
爲
用

體
…
或
家
之
口
傳
或

之
樞

也
烏
焉
之

須
招
後
見
之
嘲
慎
勿

出
深
室
是
幸
焉

集
甲
午
孟
春
日
在
方
誌
」（
昔
、
河
圖
は
八
卦

を
畫
き
、
洛
書
は
九

を
叙
す
。
此
れ
に
由
り
天
數
・
地
卦
は
用
體
と

爲
す
…
或
は
家
の
口
傳
、
或
は

の
樞

な
り
。
烏
焉
の

り
は
須
く

後
見
の
嘲
り
を
招
か
ん
。
愼
ん
で
深
室
を
出
す
こ
と
な
け
れ
ば
、
是
れ

幸
ひ
な
り
。

集
甲
午
孟
春
日

在
方
誌
す
）
↓

書
、
以
上
の
順

で
あ
る
。

に

書
（
史
料
１
）
を
示
す
。

史
料
１
）
古
谷
本
『
暦
林
問
答
集
』
在
基
追
記
他
奥
書
（
以
下
〔

〕
内
は
割
注
、
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

右
暦
林
者
祖
父
在
方
卿
書
之
然
者
依

持
明
院
殿
御
所
望
写
之
奉
備
賢
覧
者
也

永
正
十
六
年
〔
乙
卯
〕
三
月
九
日

従
三
位
賀
茂
在
基
在
判

（
空
白
）

（
改
頁
、
次
頁
は
行
書
体
）

写
本
之

右
以
或
本
令
書
写
之
加
校
畢

于
時
天
文
十
三
年
極
月
廿
日

三

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



中
原
遠
忠

右
不
慮
此
本
令
菅
見
之
間
俄
写
之

訖
永
代
可
准
重
宝
乎

天
文
十
四
年
〔
乙
巳
〕
六
月
八
日
従
去
四
日
至
今
日

遂
筆
功
了

右
筆
圓
清
判

（
改
頁
、
次
頁
以
降
は
楷
書
体
に
戻
る
）

這
一
冊
者
南
都
新
薬
師
寺
奥
坊
累
代
令
所
持

雖
為
秘
藏
之
書
依
懇
望
難
辞
被
恩
借
頼
于
小
橋

某
而
令
書
写
以
不
明
之
老
眼
令
校
合
尋
古
跡
於
加
朱
点
訖

于
時
五
十
八
歳

元
禄
十
一
歳
次
〔
戊
寅
〕
四
月
十
二
日

山
本
某
藤
原
忠
辰
判

於
和
州
平
群
郡
法
隆
学
問
寺
中
院
所
令
一
校
也

相
傳
懐
存
判

（
改
頁
）

此
二
巻
者
法
隆
学
問
寺
累
世
所
持
秘
ゝ
之
書
而
実
不
出
書
蔵
也
尓
予

願

一
覧
於
覚
宣
高
師
ゝ
不
得
止
與
予
蜜
令
見
之
是
誠
依
為
平

生
之
論
交
莫
逆
之
佳
友
也
時
予
就
案
頭
開
一
帖
朝
ゝ
夕
ゝ
也
此
書
也

四

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



二
）
古
谷
本

書
の

討

京

府
立
京

學
・

藏
本
（
以
下
京
本
）
は
、
文

、

イ

版
本
を
含
む

行
本
の
藍
本
と
さ
れ
る
。
こ
の
京
本
も
、
古
谷
本

と
同
じ
く
在
方
後
記
の

に

記
（
史
料
１
直
線
部
に
該
當
）が
あ

り
、

記
に
は
、「
右

林
は
、

父
在
方
卿
之
れ
を
書
く
。
然
ら
ば

持

院
殿
の
御

に
よ
り
之
れ
を

し
、

に
備
へ
奉
る
も
の
な

り
」（
書
き
下
し
）
と
あ
る6

）。
古
谷
本
・
東
北
大
本
（
史
料
２
）
に

は

記
に
、
賀
茂
在
基
の

名
等
が
あ
る
（
同
破
線
部
）。
こ
こ

か
ら
在
方
孫
の
在
基
が
、
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
に
「
持

院
殿
」
に

し
た
寫
本
（
以
下
在
基
本
）
が
こ
れ
ら
の
藍
本
で

あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
中
村
氏
も
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る7

）。

古
谷
本
の
書
寫

は
、

書
（
同
波
線
部
）
よ
り
か
な
り

確
で
あ
る
。
ま
ず
在
基
本
の
恐
ら
く
轉
寫
本
よ
り
天
文

、

十
三
年

（
一
五
四
四
）
に
中
原

忠
が
書
寫
し
（

忠
本
）、

年
、
新
藥

師
寺
の
右
筆
圓
淸
が
筆
寫
し
、
同
寺

坊
が
傳
持
し
た
（
新
藥
師

寺
本
）。

に
元
祿
十
一
年
（
一
六
九
八
）
に
津
藩
の
山
本
忠
辰8

）が

書
寫
し
、
法
隆
寺
中
院
の

存
が
一
校
を
加
え
、
同
院
で
相
傳
す

る
（
法
隆
寺
本
）。
そ
れ
を

政
十
三
年
（
一
八
〇
一
）
に
大
和
國

若
槻
村
の
陰
陽
家
中
川
安
元

が
、
知
人
の
覺
宣
の
協
力
を
得
て

し
、
書
寫
し
た
の
が
古
谷
本
で
あ
る
。

な
お
東
北
大
本
は
、
そ
の

書
（
史
料
２
）
に
よ
れ
ば
、
在
基

本
を
南
陽

了
政
が
天
正
十
三
年
（
一
五
八
五
）
に
小
池
與
介
末

孫
か
ら
借
り
て
寫
し
た
も
の
ら
し
い
。

元
賀
茂
士
之
所
輯
録
而
引
皆
諸
文
之
説
増
以
己
意
誠
能
誘
人
能

導
人
之
基
也
テ
又
得
知
天
地
之
循
環
陰
陽
之
消
長
萬
物
之
盛
衰

盡
円
轉
無
窮
而
毫
髪
不
可
差
矣
依
是
願
欲
我
家
百
代
之
子
孫
傳

今
幸
染
于
筆
寸
暇
之
時
書
写
而
以
残
於
後
世
乎
于
時
寛
政
拾
三
年

〔
辛
酉
〕二
月
廿
三
日
至
書
写
之
遂
筆
功

若
槻
村
陰
陽
家

中
川
安
元
主

花
押
）

五

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



三
）
古
谷
本
の
構

上
の
特

他
の

寫
本
と
比
較
し
て

續
い
て
古
谷
本
の
構

上
の
特

を
、
他
の

寫
本
と
比
較

し
て
確

し
た
い
。

ま
ず
校
訂
本
の
底
本
で
あ
る
天
理
本
の
構

は
、
本
文

、

↓

加

十
項
目
（
史
料
３
）
↓
在
方
後
記
↓
識
語
な
ど
、
と
い
う
順
で
あ

る
。
本
文

、

に
續
く

加
項
目
を

に
示
そ
う
。

史
料
３
）
天
理
本
『
暦
林
問
答
集
』
追
加
項
目

王
相
方

五
月
上
屋
禁
忌
事

小
児
剃
髪
々
置
深

木
忌
月
之
事

一
年
中
凶
月
事

土
用
間
日
不
可
用
事

隨
事
宥
用
日
事

長
短
二
向
生
日
事

受
死
日
事

八
專
日
事

晝
夜
時
刻
法

古
谷
本
と
同
じ
在
基
本
系
の
文

、

イ
版
本
や
京
本
は
、
本
文

、

↓
在
方
後
記
↓
（
在
基
）

記
↓

加
五
項
目
（「
王
相
方
」

「
一
年
中
凶

事
」「
土
用

日
不
可
用
事
」「
八
專
日
（
之
）

事
」「
晝
夜
時

法
」）
＋
圖
表
（
京
本
な
し
）
と
い
う
順
で
あ

る
。

に
同
じ
く
在
基
本
系
の
東
北
大
本
は
、
本
文

、

↓
在
方
後
記
↓

在
基

記
↓

加
五
項
目
（
文

、

イ
版
本
と
同
じ
）
↓

書
、
の
順

で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
對
し
て
古
谷
本
は
、
本
文

、

↓

加
六
項
目
↓
在
方
後

記
↓
在
基

記
↓
そ
の
他
の

書
、
と
い
う
順
で
あ
る
。
順
番
も

他
の
在
基
系
三
本
と
異
な
る
が
、

加
項
目
も
、
古
谷
本
は
文

、

イ

版
本
五
項
目
＋
「
五

上
屋
禁
忌
事
」（
史
料
４
）
と
六
項
目
あ

史
料
２
）
東
北
大
本
『
暦
林
問
答
集
』
在
基
追
記
・
奥
書

右
暦
林
者
祖
父
在
方
卿
書
之
然
者
依

持
明
院
殿

御
所
望

之
奉
備
賢
覧
者
也

在
判

永
正
十
六
年〔
己
卯
〕三
月
九
日

従
三
位
賀
茂
在
基

暦
林
作

仁
王
百
二
代
後
小
松
院
御
宇
應
永
十
一
年
甲
午
至
當
今

天
正
十
三
年
乙
酉
一
百
七
十
二
年
云
々

（
追
加
五
項
目

略
）

天
正
十
三〔
乙
酉
〕年
霜
月
吉
辰

之
畢南

陽
房
了
政

正
本
十
三
小
池
与
介
末
孫
令
借
用
写
之
者
也

六

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



る
。史

料
４
）
古
谷
本
『
暦
林
問
答
集
』
追
加
項
目
「
五
月
上
屋
禁

忌
事
」（
特
に
原
文
の
返
り
点
等
を
付
す
）

○朱
丸
）五

月
上
屋
禁
忌
事

夫
五
月
者
午
月
也
午
主

火ヲ
ハ々

者
有

炎
上
之
性

故
上レハ
屋ニ

必
有

失
火ノ
尤
忌
ト
カ
メ

又
云
五
月ハ
上

屋ニ
有
動
揺
損
亡
又
云
主

人
禿〔
云
々
〕

朱
線
あ
り
）

説

文
云
禿ハ
無

髪
白
ハ

也

本
で
は
、「
晝
夜
時
刻
法
」
が

加
項
目
の

後
で
、
天
理

本
・
國
立
國
會
圖
書

本
（
以
下
國
會
本
）
等
で
は
、「
五

上
屋

禁
忌
事
」
が
「
王
相
方
」
の

の
二
番
目
に

置
さ
れ
る
（
史
料

３
）。
だ
が
古
谷
本
は
、

後
に
來
る
。
實
は
古
谷
本
は
異
本
で

對
校
の
旨
の
書
き

み
が
あ
る
（「
釋
天
地
第
一
」
な
ど
）。
よ
っ

て
史
料
４
も
書
寫

で
異
本
に
よ
り
書
き
加
え
ら
れ
た
可
能
性

が
あ
る
。

に
在
基
本
系

本
は
文

、

イ
版
本
五
項
目
が
共

す
る
點
よ
り
、

在
方
原
本
に
こ
の
文

、

イ
版
本
五
項
目
を

加
し
た
も
の
が
在
基
本

だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
東
北
大
本
・
文

、

イ
版

本
・
京
本
で
は
在
基

記
の
後
に

加
項
目
が
あ
る
點
よ
り
、
在

基
本
本
體
は
在
方
後
記
・
在
基

記
で
完
結
し
、

加
項
目
は
別

紙
の
形
で
存
在
し
た
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

な
お
天
理
本
・
國
會
本
は
、
在
基
本
系
寫
本
が

す
る
史
料
４

な
ど
五
項
目
が

え
る
。
ま
た
天
理
本
に
は
（
無
窮
會
神

文

、

庫

本
に
も
）、
上

の

後
「
釋

建
第
二
十
四
」
の
後
に
「
一

命
業
胎
三
宿
事
」
が
あ
る
が
、
古
谷
本
・
東
北
大
本
・
國
會
本
に

は
な
い
點
が

さ
れ
る
。

一
方
古
谷
本
は
、
他
の
在
基
本
系
寫
本
と
比
較
す
る
と
、
史
料

４
以
外
の

い
も
あ
る
。
例
を
示
そ
う
。

①
「
釋

第
四
十
二
」
下
の

（
史
料
５
）

こ
れ
は
東
北
大
本
・
京
本
に
は
な
い
。
な
お
非
在
基
本
系
の
天

理
本
に
も
な
い
が
、
國
會
本
に
は
あ
る
。
た
だ
國
會
本
の
書
き

み
は
第
四
十
一
段
末
餘
白
〜
第
四
十
二
段
タ
イ
ト
ル
下
の
餘
白
に

あ
り
、
別
本
に
よ
る

筆
の
可
能
性
が
あ
る
。

史
料
５
）
古
谷
本
『
暦
林
問
答
集
』「
釈
往
亡
第
四
十
二
」
下
の

割
注論

往
亡
日
唐
本
宗
曰

武
帝
以
往
亡
日
起
軍
更
以
為
不
可

帝
曰
我
住
彼
亡
日
木
克
之
由
之
言
之
可
廢

矣

七

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



②
「
釋
五
墓
第
四
十
六
」
の
「
戊
辰
日
爲
土
五
墓
」
の

に
、

「
辛
丑
日
爲
金
五
墓
」
の
一
文

、

が
揷
入
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

東
北
大
本
・
京
本
に
な
い
。
一
方
、
國
會
本
に
は
こ
の
一
文

、

が
あ

る
が
、
天
理
本
に
は
な
い
。

③
「
釋
十
二
支
吉
凶
第
五
十
八
」
の
「
申
日
」
の

が
「
百
事

忌
之
但
╱
佛
事
ニ
ハ
用
之
」（
╱
は
改
行
）

こ
れ
は
東
北
大
本
を
は
じ
め
と
す
る
他
本
で
は
、「
百
事
忌
之

但
╱
神
事
用
之
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
神
事
が
佛
事
に
改
變
さ
れ
て

い
る
。

④

加
項
目
「
八
專
日
事
」（
史
料
６
）

史
料
６
）
古
谷
本
『
暦
林
問
答
集
』「
八
専
日
事
」（
特
に
原
文

の
返
り
点
等
を
付
す
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

前
略
）

右
八
箇
日
者

朱
線
あ
り
）

宿
曜
経ニ

八
専
日ト
也
冥
衆
悉
上

天
故
╱

於

下
界

佛
事
無ト
聖
衆
之
影
向
〔
云
々
〕仍
自

朱
線
あ
り
）

大

唐

朱
線
あ
り
）

顕

徳
四
╱
年
丁
未
歳

以
來
三
宝
類
忌

之

（
右
八
箇
日
は
宿

經
八
專
日
と

す
る
な
り
。
冥
衆
悉
く
天
に
上
る
。

故
に
下
界
の
佛
事
に

衆
の
影
向
無
し
と
う
ん
ぬ
ん
。
よ
っ
て
大

顯

德
四
年
丁
未

よ
り
以
來
三
寶

之
れ
を
忌
む
。）

傍
線
部
は
、
東
北
大
本
で
は
「
仍
自
大

顯
德
四
年
丁
巳

以

來
三
寶

皆
忌
之
」（
京
本
も
「
丁
巳

」）
と
な
る
。
な
お
天
理

本
で
も
「
仍
自
大

顯
德
四
年
丁
巳

以
來
三
寶

皆
忌
之
」
で

あ
る
。

古
谷
本
の
丁
未
年
は
北

景
德
四
年
丁
未
（
一
〇
〇
七
）、
東

北
大
本
・
天
理
本
等
の
顯
德
四
年
丁
巳
は
、
後

顯
德
四
年
丁
巳

（
九
五
七
）
で
あ
ろ
う
。
な
お
文

、

イ
版
本
の
「
戊
巳

」
は
存
在

し
な
い
。

以
上
よ
り
、
古
谷
本
の
、
東
北
大
本
等
と
の

い
は
、

寫
・

親
本
の

い
の
他
に
異
本
に
よ
る
記
入
や

改
の
結
果
だ
と
考
え

ら
れ
る
。二

『

林
問
答
集
』
の
書
寫

に
つ
い
て

に
在
基
本
系
以
外
の
重

寫
本
も
考
察
し
、『

林
問
答
集
』

の
書
寫

體
を
推
測
す
る
。

一
）
天
理
本

に
、
天
理
本
の

書
（
史
料
７
）

び
賀
茂
氏
系
圖
・
淸

八

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



原
氏
系
圖
を
示
す
。

史
料
７
）
天
理
本
『
暦
林
問
答
集
』
奥
書
等

①
在
方
後
記
の
後
の
追
記

正
議
大
夫
司
暦
博
士
賀
茂
在
方

文
明
八
丙
申
六
月
中
旬
點
校
了

②
追
記
の
次
の
識
語

斯
兩
巻
者
祖
父
在
方
所

也
暦
家
眼
目
天
道

樞
要
披
之
如
向
鏡
覧
之
似
仰
日
故
神
秘
等
金

賞
翫
過
玉
深
納
箱
中
全
無
他
見
而
今
清
公

送
予
示
之
予
忽
生
驚
異
疑
此
為
誰
所
与
乎

依
頼
寄
感
得
也
敢
勿
軽
慢
以
傳
後
徹
尤
多

幸
乎

従
二
位
在
盛

花
押
）

文
明
十
年
五
月
朔
日
所
望
此
奥
書
畢

③
「
神
祇
服
忌
令
」
奥
書
（『
暦
林
問
答
集
』
と
合
本
）

（
前
略
）

右
大
概
如
此

文
明
十
二
年
六
月
日

「
者
」
見
せ
消
ち
）

神
祇
長
上
正
三
位

卜
部
朝
臣
兼
倶

此
舎
□
吉
田
三
品
兼
倶
卿
自
筆
今

書
写
畢

④
最
終
丁
左
の
識
語

右
暦
林
問
答
者
為
在
方
卿
之

作
有
在
盛
卿
之
奥
書〔
云
々
〕凡
此
本
者

雖
有
世
上
□
数
本
於
有
朱
墨
之
兩
點
者

希
有
也
深
納
凾
底
敢
莫
出
窓
外
矣

天
文
甲
午
季
夏
廿
四
日

昇
殿正

五
位
下
行
侍
従
卜
部
朝
臣
兼
右

⑤
裏
表
紙
裏
の
識
語

加
修
補
畢

弘
化
四
年〔
丁
未
〕歳
十
一
月
十
六
日九

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



従
三
位
侍
従
卜
部
良
芳

圖
２
）
賀
茂
氏
系
圖 9

）

在
方

在
貞

在在
宗

在
長

在
基

圖
３
）
淸
原
氏
系
圖10

）

良
賢

賴
季

宗
業

良
宣

業
忠
）

宗
賢

宣
賢

卜
部

俱
第
三
子
）

業
賢右

卜
部

滿

子
に
）

に
こ
れ
ら
か
ら
得
ら
れ
る

報
を
中
村
氏
に
よ
り
列

す
る11

）。

ａ
「
淸
公
」（
淸
原
良
宣
か
そ
の
子
で
宣
賢

父
の
宗
賢
か
）
よ
り
、

賀
茂
在

（
在
方
孫
）
に
示
さ
れ
た
も
の
（
史
料
７
②
「
斯
の
兩

は

父
在
方
の

す
る
と
こ
ろ
な
り
。

家
の
眼
目
、
天

の
樞

な
り
。
之
れ
を
披
け
ば
鏡
に
向
ふ
が
如
く
、
之
れ
を

ず
れ
ば
日
を
仰

ぐ
に
似
る
。
故
に
神

は
金
に
等
し
く
賞
翫
は
玉
に

ぐ
。
深
く
箱
中

に

め

く
他
見
無
し
。
し
か
る
に
今
、
淸
公
、
予
に

り
て
之
を
示

す
。
予
忽
ち
驚
異
を
生
ず
。
疑
ふ
ら
く
は
此
れ
誰
が
與
ふ
る
と
こ
ろ
な

る
か
。
宜
し
く
依
賴
し
、
感
得
を
寄
す
べ
き
な
り
。
敢
へ
て

慢
す
る

こ
と
な
か
れ
。
以
て
後
徹
に
傳
ふ
れ
ば
尤
も
幸
多
き
か
。」）。

ｂ
宣
賢
の
實
父
の
卜
部

俱
の
關
與
が
想
定
さ
れ
る
（
史
料
７

③
）

ｃ
宣
賢

男
の
卜
部

右
が
相
傳
（
史
料
７
④
）

續
い
て
、
天
理
本
の
由
來
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。
天
理
本
の

特

は

の

り
で
あ
る
。

ｄ

行
の
版
本
・
刊
本
と
は
か
な
り
異
な
る
。

ｅ
在
基
本
系
の
古
谷
本
と
も
字
句
に
多
く
の

い
が
あ
る
。

ｆ
「
淸
公
」

持
本
で
、
そ
の

に
よ
り
文

、

十
年
（
一
四
七

八
）
五

一
日
に
（
史
料
７
②
圍
い
部
分
｜
中
村
氏
は
未
紹
介
）
在

が
「

藏
本
を
「
淸
公
」（
淸
原
氏
）
が
持
っ
て
い
る
こ
と
に

驚
い
た
」
旨
の
識
語
を

め
、

右
の
手
に
渡
り
（
④
）、
そ
の

後
吉
田
家
（
卜
部
氏
）
に
傳
わ
っ
た
（
⑤
）。

以
上
か
ら
、
天
理
本
は
一
見
、
淸
原
氏
系
寫
本
の
よ
う
に
思
え

る12
）。

な
お
在

は
文

、

十
一
年
に

し
て
い
る
の
で13

）、
史
料
７
②

の
圍
み
部
分
と
矛
盾
は
な
い
。
だ
が
在

の
識
語
（
史
料
７
②
）

は
實
は
信
用
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
天
理
本
上

の

後
の
綴
じ

一
〇

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



み
部
分
に
、
史
料
８
の
書
き

み
が
あ
る
か
ら
で
あ
る14

）。

史
料
８
）
天
理
本
『
暦
林
問
答
集
』
上
巻
末
尾

文
明
第
八〔
丙
申
〕夏
五
庚
申
日
以
賀
茂
二
品
在
盛
卿
本
書
写

同
朱
墨
之
點
功
畢〔
尤
足
巻
□
〕

（
…
…
賀
茂
二
品
在
盛
卿
の
本
を
以
て
書
写
す
。
同
じ
く
朱

墨
の
點
功
畢
る〔
…
…
〕）

少
な
く
と
も
天
理
本
上

は
、
在

持
本
（
在

本
）
を
書

寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
だ
が
在

は
、
識
語
（
史
料
７
②
）
で
上

下

と
も
「
淸
公
」
か
ら
示
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。
つ
ま
り
在

が
「
淸
公
」
の
依
賴
で
自
分
の

持
本
を
貸
し
て
寫
さ
せ
、
そ
の

權
威
附
の
た
め
に
識
語
を
求
め
ら
れ
た
際
、

藏
書
を
與
え
た
こ

と
を
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
、「
淸
公
」
か
ら
示
さ
れ
た
寫

本
と
書
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
天
理
本
は
、
實
は
淸
原
氏
系
寫
本
で
は
な
く
、
上
下

と
も
在

本
の
寫
本
な
の
で
あ
る
。

二
）
國
會
本

國
會
本
は
、

經

淸
原
氏
に
傳
來
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
史
料
９
）。

史
料
９
）
國
會
本
『
暦
林
問
答
集
』
在
方
後
記
・
良
賢
追
記

昔
者
河
圖
畫
八
卦
洛
書
叙
九
章
田
此
天
数
地
卦
為
用

躰
…
…
…
…
…
…
…
…
…
或
家
之
口
傳
或
道
之
樞

要
也
鳥
烏
之
誤
須
招
後
見
之
嘲
慎
勿
出
深
室
是
幸
焉

集
甲
午
孟
春
日

在
方
誌

正
本
□
書
云

今
看
暦
林
之
新
書
斯
知
累
家
之
餘
慶
貴
賤
之
謹
慎

子
孫
鄭
重
者
乎

大
外
史
清
原
真
人

孔
門
老
士
常
宗

花
押
影
）

こ
の
國
會
本
の
由
來
で
あ
る
が
、
藍
本
（
良
賢
本
）
は
淸
原
良

賢
（
常
宗
）
が
書
寫
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
村
氏
は
良
賢
出
家
が

應
永
四
年
（
一
三
九
七
）
な
の
で
、『

林
問
答
集
』

立
（
應
永

二
十
一
年
〔
一
四
一
四
〕）
直
後
に
作

と
推
測
す
る15

）。
と
こ
ろ
が

國
會
本
は
、
實
は
古
谷
本
等
の
在
基
本
系
寫
本
と

容
が
似
て
お

り
、
天
理
本
よ
り

い
箇

も
あ
る
。

に
例
示
し
よ
う
。

ａ
序
の

の
「

林
問
答
集
總
目

上
二
十
四
段
」
は
古
谷

本
・
東
北
大
本
も
同
然
。
天
理
本
は
「
上
二
十
四
段
」
と
あ
る
だ

一
一

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



け
。

ｂ
「
釋
二
十
四
氣
七
十
二
候
第
十
七
」
な
ど
の
異
同
（
史
料
10
）。

史
料
10
）「
釋
二
十
四
氣
七
十
二
候
第
十
七
」
に
お
け
る
諸
本
の

異
同
の
例

（
小
満
四
月
中
冒
頭
）

①
天
理
本

小
満
四
月
中
配
於
已
苦
菜
秀
此
時
候
物
長
於
此
秀
生
也

②
古
谷
本

小
満
四
月
中
配
于
己
苦
菜
秀
此
時
候
物
咸
秀
生
也

③
國
會
本

小
満
四
月
中
配
于
己
苦
菜
秀
此
時
候
物
咸
秀
生
也

第
十
七
段
の
終
わ
り
）

①
天
理
本

右
七
十
二
候
者
五
日
一
候
一
氣
十
五
日
三
候
一
氣
也
一
月

三
十
日
六
候

是
以
一
歳
二
十
四
氣
十
二
月
七
十
二
候
也

皆
知
草
木
萠
牙
鳥

變
イ
耳
但
七
十
二
候
者
以
月
令
正
義

之
説
載
之
十
干
十
二
支
者
以
尓
雅
淮
南
子
等
之
兩
説

之

定
可
多
誤
乎
後
見
之
人
可
改
也

②
古
谷
本

右
七
十
二
候
者
五
日
一
候

十
五
日
三
候
一
気
也
一
月

三
十
日
六
候
二
気
凡
一
歳
十
二
月
二
十
四
気
七
十
二
候
也

皆
知
草
木
萠
牙
鳥
獣
変
イ
耳

以
月
令
正
義

之
説
載
之
十
干
十
二
支

以
尓
雅
淮
南
子
等
之

説

之

定
可
多
誤
乎
後
見
之
人
可
改
之

③
國
會
本

右
七
十
二
候
者
五
日
一
候

十
五
日
三
候
一
気
也
一
月

三
十
日
六
候
二
気
凡
一
歳
十
二
月
二
十
四
気
七
十
二
候
也

皆
知
草
木
萠
牙
鳥

変
イ
可

以
月
令
正
義

之
説
載
之
十
干
十
二
支

以
爾
雅
淮
南
子
等
之

説

之

定
可
多
誤
乎
後
見
之
人
可
改
之

以
上
よ
り
、
國
會
本
は
良
賢
本
の
比
較

忠
實
な
寫
本
で
、
在

基
本
系
寫
本
と
の
共

部
分
は
在
方
原
本
に
遡
る
、
と
い
う
可
能

性
が
想
定
で
き
る
。

ま
た
國
會
本
は
、
天
理
本
と
同
じ
「
王
相
方
」
〜「
晝
夜
時
刻

法
」
の

加
十
項
目
が
、
天
理
本
同

に
本
文

、

（「
釋
金
剛
峯
第
六

十
四
」）
の
後
、
在
方
後
記
の

に
あ
る
。
こ
れ
に
古
谷
本
と
の

一
二

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



異
同
を
考
慮
す
る
と
國
會
本
は
淸
原
氏
か
吉
田
家
で
良
賢
本
ま
た

は
そ
の
轉
寫
本
を
、
天
理
本

び
古
谷
本
に
使
わ
れ
た
異
本
等
で

一
部
を
補
い
、
順
序
も
整
理
し
て
淸
書
し
た
も
の
（
も
し
く
は
そ

の
轉
寫
本
）
だ
と
い
え
よ
う
。

ち
な
み
に
國
會
本
は

し
た
文

、

字
を
、
同
じ
行
の

中
や
行

末
に
行
中
の
一
字
と
し
て
書
き
、
揷
入
を
表
す
記
號
を
附
す
（
釋

日
第
三
の
六
行
目
、
釋
二
十
四
氣
七
十
二
候
第
十
七
の

露
九

行
な
ど
）。
こ
れ
は
國
會
本
が
、
校
合
の
際
に

字
を
揷
入
し

た
別
の
寫
本
を
轉
寫
し
た
も
の
で
、

字
を

味
上
の
本
來
の
位

置
で
は
な
く
、
親
本
で

字
が
記
さ
れ
た
箇

の

く
の
行
に
入

れ
て
書
い
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三
）
文

、

寫
本

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）
の
古
典

下
見
展

に
出
さ
れ

た
も
の
で
筆

未
見16

）。
國
會
本
と
同
じ
く
良
賢
本
の
寫
本
を
卜
部

俱
が
寫
し
、
さ
ら
に

尼
珠
院

禪
濟
が
寫
し
た
も
の
で
あ
る

（
史
料
11
）。
美
濃

よ
り
や
や
大
き
く
、
上
下
二

合
本
で

五

二
丁
、
本
文

、

は
一
〇
行
、
朱
點
附
と
さ
れ
る
。

史
料
11
）
文
明
写
本
『
暦
林
問
答
集
』
奥
書

本
云
、
大
外
記
清
少
納
言
入
道
奥
書

今
看
暦
林
之
新
書
、
斯
知
累
家
之
餘
慶
、
貴
賤
之
謹

慎
、
子
孫
之
鄭
重
者
乎

孔
門
老
士
當
宗
判

寫
本
云

予
加
朱
墨
點
了
、
違
失
定
可
多

努
々
不
可
外
見
矣

從
二
位
侍
從
卜
部
朝
臣
判

文
明
十
六
季
八
月
自
吉
田
二
位
令
借
用
摸
寫
之
、
謬
字
可
多
矣

摩
尼
珠
院
本
也

法
印
権
大
僧
都
禅
済
生
年

六
十
一
歳

四
）

補
本
・
在

本
・
古
谷
本
書
き
入
れ
の
異
本

在
基
本
・
在

本
共

の

加
五
項
目
（
文

、

イ
版
本
五
項
目
）

は
、
在
基
・
在

の
共

の

父
で
あ
る
在
方
が
、
在
世
中
に
自

身
の
手
で
加
え
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
（

補
本
）。

在

本
（
天
理
本
の
親
本
）
は
文

、

イ
版
本
五
項
目
に
更
に
五
項

目
、

び
「
一

命
業
胎
三
宿
事
」
を

加
し
て
い
る
。
ま
た
在

基
本
系
寫
本
と
の
字
句
の

い
が
多
い
の
で
、
在
方
原
本
に
大
幅

一
三

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



な
加
筆
を
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
古
谷
本
に
「
五

上
屋
禁
忌
事
」
の
み
が

補
さ
れ
て

い
る
の
で
、
文

、

イ
版
本
五
項
目
に
こ
の
一
項
目
を
加
え
た

加
六

項
目
の
寫
本
（
異
本
）
を
古
谷
本
も
し
く
は
そ
の
藍
本
が
對
校
に

使
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。「
五

上
屋
禁
忌
事
」
は
在

本
に
も

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
在

の
父
在
貞
も
し
く
は
在

自
身

が

補
本
に
こ
の
項
目
を

加
し
た
寫
本
を
作
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
可
能
性
が
あ
る
。

５
）
寫
本
系
統
に
つ
い
て

以
上
の
考
察
に
基
づ
き
、
寫
本
系
統
は

の
よ
う
に
想
定
さ
れ

る
。

圖
４
）『

林
問
答
集
』
の
想
定
寫
本
系
統

（

加
五
項
目
あ
り
）

（

加
五
項
目
あ
り
）

京
本

行
本
）

文

、

イ
版
本

（

加
五
項
目
あ
り
）

東
北
大
本
（

加
五
項
目
あ
り
）

在
基
本

忠
本

新
藥
師
寺
本

法
隆
寺
本

古
谷
本

在
方
原
本

補
本

（

加
六
項
目
あ
り
）

加
五
項

目
あ
り
か
）

異
本

（

加
六
項
目
あ
り

）

加
十
項
目
あ
り
）

在

本

天
理
本

文

、

寫
本

良
賢
本

國
會
本

（

加
十
項
目
あ
り
）

※
實
線
は
系

關
係
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
直
接
の
親
子
關
係
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
圍
み
は
現
存
本

一
四

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



三

中
原

忠
に
つ
い
て
｜
古
谷
本
藍
本
の

一
つ

忠
本
の

立
に
つ
い
て

在
基
が
永
正
十
六
年
（
一
五
一
九
）
に
寫
本
を

し
た
「
持

院
殿
」（
史
料
１
）
は
、
入
木

（＝

書

）
相
傳
、
鷹
書

纂

で
知
ら
れ
る
持

院
基
春
（
一
四
五
三
〜
一
五
三
五
）
で
あ
ろ
う17

）。

な
お
、
在
基
は
享
祿
二
年
（
一
五
二
九
）

（『
公
卿
補
任
』）
で
あ

る
。「

中
原

忠
」
は
江

時
代
史
料
だ
が
『
和
州
國
民

士
記18

）』

に
よ
る
と
大
和
國
國
民
の
十
市
氏
の
別
姓
に
「
中
原
」、
十
市
氏

の
系

に
「

忠
」
が
あ
る
。
十
市
氏
は
興
福
寺
に

さ
れ
た

大
和
の
武
士
で
、
國
民19

）の
一
氏
で
あ
り
、
興
福
寺
の
門
跡
大
乘
院

と
の
關
係
が
深
い20

）。

こ
の
十
市

忠
は

應
五
年
（
一
四
九
六
）
生
ま
れ
で
天
文

、
十

四
年
（
一
五
四
五
）
三

十
六
日

で
あ
り
、
京

の
貴
族
た
ち

と
交
流
の
あ
っ
た
文

、

イ
人
で
あ
っ
た
。

忠
の
中
原
姓
は
「
十
市

忠
五
十
番
自
歌
合
」（
享
祿
二
年
〔
一
五
二
九
〕）
ほ
か
に
「
兵

部
少
輔
中
原

忠
」
と
見
え
る21

）。
當
時
の
十
市
氏
の
支

權
は
山

邊
・

下
・

上
・
十
市
の
四
郡
に

び
、
南

の
南
を
廣
く
抑

え
て
い
た
。
天
文

、

五
年
（
一
五
三
六
）
に
、
木
澤
長
政
（
畠
山
在

氏

下
）
が
大
和
に

出
す
る
と
、

忠
は

王
山

を
築
き
長

政
や
筒
井
順
昭22

）と

っ
た23

）。

武
家
に
と
っ
て
の
和
歌
は
、
文

、

イ

振
舞
（
社
會

ス
テ
ー
タ

ス
）24

）で
あ
る
と
同
時
に
、
歌
會
に
よ
る
支

權
の

生
產
の
側
面

が
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
歌
會
で
は
一
定
の
作
法
の
下
で

催

（
權
力

）
の
治
世
を

言
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る25

）。

ま
た

忠
の
詠
歌
は
法

和
歌
が
多
い
。
大
永
六
年
（
一
五
二

六
）
二

に
太
神
宮
法

、

七
年
夏
に
八
幡
法

・
東
大
寺
八

幡
法

、
ほ
か
人
丸
法

・

廟
法

な
ど
が
あ
る26

）。
法

和
歌

は

容
に
關
係
な
く
、
神
佛
へ
の

願
と
報
賽
の

味
を
持
ち
、

參
加

の
統
合
を
保
證
す
る
。
よ
っ
て
和
歌
の
保
護

で
あ
る
大

名
、
國
人
一
揆
を
構

す
る
領

同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た27

）。
そ
し
て
和
歌

佛

（
和
歌

陀
羅
尼
）

の
思
想
も
あ
り
、
和
歌
を
神
の
あ
ら
わ
れ
と
す
る
考
え
方
も
存
在

す
る
。
つ
ま
り
和
歌
を
詠
む
こ
と
自
體
が
宗
敎
行
爲
と
同
等
で
あ

っ
た28

）。
こ
の
た
め
十
市
氏
に
限
ら
ず
、
神
人
で
あ
る
大
和
國
國
民

一
五

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



は
、
宗
敎
行
爲
と
し
て
當
た
り

に
和
歌
を
詠
ん
だ
と
も
考
え
ら

れ
る
。

こ
う
し
た
和
歌
を
め
ぐ
る

忠
の
交

で
あ
る
が
、
詠
歌
を
自

歌
合
な
ど
に
番
え
て
、
三
條
西
實
隆
（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）、

同
公
條
（
一
四
八
七
〜
一
五
六
三
）、
德
大
寺
實
淳
（
一
四
四
五

〜
一
五
三
三
）、
富
小
路

直
ら
に
合
點

語
を
依
賴
し
て
い
る
。

ま
た

の
淸
原
宣
賢
（
一
四
七
五
〜
一
五
五
〇
）
も
仲
介

と

し
て
現
れ
、

忠
と
京
の
貴
族

と
の
深
い
繫
が
り
が
窺
え
る29

）。

特
に
實
隆
と
の
深
い
關
係
が

目
さ
れ
る
。「
十
市

忠
五
十

番
自
歌
合
」
識
語
（
享
祿
二
年
〔
一
五
二
九
〕）
に
は
、「
右
自
哥

合
左

大
永
七
夏
爲
八
幡
法

詠
之
、
右

同
比
東
大
寺
八
幡
法マ

マ
）

詠
哥
等
享
祿
二

書
番

實
隆
）

逍

院
殿

之
字

申
一

書

也30
）」

と
あ
り
、
對
應
は
不

な
が
ら
實
隆
側
に
も
、「

忠
）

十
市
卅

首
和
哥
自

山
催
促
、
合
點

之
」（『
實
隆
公
記
』
享
祿
二
年
十

四
日
條
）
と
あ
る
。
つ
ま
り

忠
は
和
歌
で
知
ら
れ
た
實
隆
へ

の
添

依
賴
で
、
よ
り

性
の
高
い
權
威
に
接

で
き
た
。
よ

っ
て

忠
は
十
市

を
治
め
る
一
神
人
（＝

大
和
國
國
民
）
の
立

場
を
超
え
、
廣
く
南

に
影

を

ぼ
し
得
る
存
在
へ
と

長
し

た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、『

林
問
答
集
』
と

忠
の
關
係
を
探
り

た
い
。
ま
ず

忠
の
舊
藏
書
は
、
そ
の
後
、
子
・

↓

後

室
↓
安
位
寺

王
院
（
興
福
寺
大
乘
院
末
寺
）
と

承
さ
れ
た
と

の

が
あ
る31

）。
こ
の

王
院
舊
藏
書
の
相
當
部
分
は
加
賀

田
家

が
購
入
し
、

經
閣
文

、

庫
に
蒐
藏
さ
れ
た
。

田
家
確

の
古
典

は
「
興
福
寺
之

王
院
書

之
覺32

）」
に
記

さ
れ
、

王
院

の
古
典

は
部
分

な
復
元
が
可
能
で
あ
る33

）。

實
は
そ
の
中
に
『

林
問
答
集
』
が
あ
る
。

忠
の
藏
書
は

『
馬
醫
書
』『
當
流
馬
書
』『
太
子

法
抄
』
な
ど
の
例
外
を
除
き
、

ほ
と
ん
ど
が
和
歌
に
關
わ
る
書
物
で
、『

林
問
答
集
』
は
そ
の

例
外
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

忠
の

へ
の
關
心
を
窺

わ
せ
る
。

實
隆
も
賀
茂
在

の
『
日
法

書
』（
別
名
『
吉
日
考

傳
』、

書
）
を
書
寫
し
て
お
り
（「
在

卿

作
日
法

書

〔
不

知
作

〕
等

書
寫
功
了
」『
實
隆
公
記
』
永
正
七
年
〔
一
五
一
〇
〕

四

二
十
日
條
）、
陰
陽

書
は

藏
と
さ
れ
な
が
ら
實
際
に
は
書

寫
流

し
て
い
た34

）。
歌
人
に
と
っ
て
、

書
は
四
季
を
詠
む
際

一
六

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



の
參
考
書
と
な
り
得
た
ろ
う
。

忠
は
、
賀
茂
氏
や
持

院
家
に
も
繫
が
る
實
隆
・
公
條
を
中

心
と
す
る
和
歌
の
グ
ル
ー
プ
を
介
し
て
、『

林
問
答
集
』
を
手

に
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
大
和
國
國
民
の

忠
は
、

同
國
の
有
力
寺
社
と
も
關
係
が
あ
り
、
そ
の
つ
て
で

忠
本
よ
り

新
藥
師
寺
本
が
書
寫
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

む
す
び
｜
古
谷
本
發
見
の

味

結
論
を

べ
た
い
。

１
）本
稿
で
紹
介
し
た
古
谷
本
は
、
東
北
大
本
や
文

、

イ
版
本
な
ど

と
同
じ
く
、『

林
問
答
集
』

賀
茂
在
方
の
孫
の
在
基
が
持

院
家
に

し
た
も
の
の
轉
寫
本
で
あ
る
。

２
）古
谷
本
・
東
北
大
本
、
文

、

寫
本

書
等
よ
り
、

國
時
代

〜
江

期
に
『

林
問
答
集
』
は
い
く
つ
か
の
寺
院
で
轉
寫
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
寺
院
の

重
35
）、

特

に
大
和
國
有
力
寺
院
の

重

の
思
想
を
顯
す
。
ま
た
古
谷
本

で
申
日
の
忌
み
の
例
外
が
、
他
寫
本
の
「
神
事
」
か
ら
「
佛
事
」

に
變
え
ら
れ
た
の
は
、
寫
本
使
用

の

況
が
影

し
て
い
る
と

推
察
さ
れ
る
。『

林
問
答
集
』
の
特

は
、
陰
陽
五
行

に
基

づ
か
な
い
佛
敎
系
知
識
を

す
る
點
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の

で36
）、

興
味
深
い
。

３
）

忠
本
（
古
谷
本
の
藍
本
）
は
興
福
寺
大
乘
院
末
寺
の

藏

と
な
っ
た
と
の
推
測
が
あ
り
、
興
福
寺
大
乘
院
に
仕
え
た
賀
茂
氏

の
傍
流
幸
德
井
家37

）の

に
影

を
與
え
た
可
能
性
が
あ
る
。

４
）三
條
西
實
隆
や
十
市

忠
と
い
っ
た
歌
人
が
、『

林
問
答

集
』
の
よ
う
な

書
を
重

し
て
い
る
。
こ
れ
は
中
世
の
和
歌

の
呪

性
か
ら
み
て
當
然
か
も
し
れ
な
い
。

５
）中
村
氏
に
よ
り
善
本
と
言
わ
れ
て
い
た
天
理
本
（
校
訂
本
底

本
）
よ
り
も
、
東
北
大
本
・
古
谷
本
・
國
會
本
の
方
が
よ
り
在
方

原
本
に

い
と
思
わ
れ
る
。

６
）天
理
本
は
、
同
じ
く
在
方
孫
で
有
力
陰
陽
師
で
あ
る
賀
茂
在

の

持
本
を
寫
し
た
も
の
で
、
原
本
を
か
な
り
改
變
し
て
い
る
。

加
項
目
の

補
な
ど
、
在

ら
は
常
に

容
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
を
續
け
て
い
た
ら
し
い
。

７
）古
谷
本
の
登
場
と
天
理
本
の

討
で
、『

林
問
答
集
』
の

寫
本
系
統
が
か
な
り

ら
か
に
な
っ
た
。
現
存
寫
本
は
、
賀
茂
氏

一
七

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



の
在
基
本
系
・
在

本
系
、
淸
原
氏
の
良
賢
本
系
の
三
種
あ
る
。

ま
た
在

本
系
と
良
賢
本
系
の
寫
本
が
、

經

淸
原
氏
も
し
く

は
神

吉
田
家
で
校
合
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。

８
）

本
の
比
較
で
書
寫

の
も
つ
思
想

特
色
、
た
と
え
ば
同

じ
賀
茂
氏
（
勘
解
由
小
路
家
）

部
で
の
家

の

い
な
ど
を
窺

う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

今
後
の
課
題
は
、
各
寫
本

の
影

關
係
の
解

で
あ
る
。

忠
は
淸
原
宣
賢
と
も
交
友
が
あ
り
、
良
賢
本
を
見
る
機
會
が
な
か

っ
た
と
は
言
え
な
い
。
よ
っ
て
寫
本

の
影

關
係
は
、
實
際
は

も
っ
と
複

だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
國
會
本
も

立

が
不

で
、
古
谷
本
引
用
異
本
の
實
態
も
不

で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
解

が

め
ば
、
本
稿
で
想
定
し
た
寫
本
系
統
圖
に
も

修
正
が
必

か
も
し
れ
な
い
。

補
記
）
赤
澤
春
彥
『
新
陰
陽

叢
書
第
二

中
世
』
は
投
稿
後
の
二

〇
二
一
年
一

に
刊
行
さ
れ
た
。
ま
た
文

、

寫
本
を
紹
介
す
る
古
書

目

の
存
在
を
川
本
愼
自
『
中
世
禪
宗
の
儒
學
學

と
科
學
知
識
』

（
思
文

、

閣
出
版
、
二
〇
二
一
年
二

刊
）
第
三
部
第
五

で
知
り
、

該
當
箇

の
本
文

、

、
史
料
11
、

16
、
圖
４
を
書
き
改
め
た
。

謝
辭
）
貴
重
な

藏
寫
本
を
示
し
て
史
料

査
に

面

に
協
力
し

て
く
だ
さ
っ
た
古
谷
義
昭
氏
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
本
寫
本
の
紹
介
に
つ
い
て
は
、
古
谷
氏
の
許
諾
を
得
て
い
る
。

ま
た
寫
本
の

報
を
傳
え
ら
れ
た
國
立
天
文

、

臺
、

び
寫
本
の
撮
影

を
許
可
し
て
く
だ
さ
っ
た
東
北
大
學
圖
書

、
寫
眞
版
で
の

を

許
可
さ
れ
た
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書

に
も
御
禮
を
申
し
上
げ
る
。

ま
た
本
報

は
科
學

究
費
助

基
金
（
課
題
番
號：

一
九
Ｋ
〇
一

〇
〇
九
）「
古
代
・
中
世
陰
陽

書
の

究
」
に
よ
る

果
の
一
部

で
あ
る
。
そ
し
て
第
七
十
一
回
日
本

敎
學
會
大
會
で
の
報

を
補

訂
し
た
も
の
で
あ
る
。

引
用
史
料
）

『

林
問
答
集
』
古
谷
本
は
報

（
細
井
・
中
村
）、
東
北
大
本

び
文

、

イ
版
本
（
東
北
大
學
圖
書

狩
野
文

、

庫
）
は
報

（
細
井
）

撮
影
の
寫
眞
、
天
理
本
は
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書

指
定
業

（

株
）安
井
工
業
寫
眞
）
に
よ
る
寫
眞
版
、
國
會
本
は
國
立
國
會
圖
書

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
京
本
は
京

府
立
京

學
・

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
使
っ
た
。『

分
脈
』『
公
卿
補
任
』
は
新

訂

補
國
史
大
系
（
吉
川
弘
文

、

）、『
實
隆
公
記
』
は
續
群
書

從
完

會
本
を
使
っ
た
。
そ
の
他
は
、
本
文

、

・

で
示
し
て
い
る
。

１
）

賀
茂
氏
の
事
績
お
よ
び
賀
茂
在
方
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
參
照
。

一
八

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社
會
』、

出
版
、

二
〇
一
二
年
、
一
四
八
〜
二
三
〇
頁
。

2
）

中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補
版
』、

古
書
院
、

二
〇
〇
〇
年
（

版
一
九
八
五
年
）、
三
三
五
〜
三
三
六
頁
。

3
）

馬
場
眞
理
子
「

の
「
正
理
」
｜
『

林
問
答
集
』
に
お
け
る

の
解

を
中
心
に
｜
」（『
東
京
大
學
宗
敎
學
年
報
』
三
四
號
、

二
〇
一
七
年
、
一
〇
五
〜
一
二
五
頁
）。

4
）

１
）、
木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社

會
』、
三
四
一
〜
三
四
九
頁
。

5
）

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補

版
』、
三
三
一
〜
四
〇
〇
頁
。

6
）

京
本
は
「
廣
橋
藏
書
」
印
が
あ
り
、
江

期
の
書
寫
と
中
村

氏
は
推
測
す
る
。
ま
た
本
文

、

↓
在
方
後
記
↓
（
在
基
）

記
↓

「
王
相
方
」
〜「
晝
夜
時
刻
法
」
の

加
五
項
目
と
い
う
構

が
、

版
本
と
共

す
る
。
こ
こ
か
ら
中
村
氏
は
京
本
を
版
本
の
藍
本
と

推
測
す
る
（

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補
版
』、
三
四
二
〜
三
四
三
頁
）。

7
）

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補

版
』、
三
五
二
頁
。

8
）

山
本
忠
辰
は
、
一
般
に
山
本
平
左
衞
門
で
知
ら
れ
、
大
和
國
添

上
郡
田
原

に

む
津
藩
の
無
足
人
（
い
わ
ゆ
る

士
）
で
あ
っ

た
。
民
俗
學

平
山

治

に
よ
り
日
記
（『
大
和
國
無
足
人
日

記
』）
が
飜
刻
さ
れ
て
い
る
。
山
本
家
は
、
興
福
寺
衆
徒
の
筒
井

氏
の
時
代
に
、
土
着
イ
を

い
ら
れ
た
伊
賀
の
村
々
の
侍
の
家
筋

の
一
流
で
あ
っ
た
（
深
谷
克
己
『
津
藩
』、
吉
川
弘
文

、

、
二
〇

〇
二
年
）。
江

時
代
以
降
も
、
大
和
國
の

大
寺
と
關
係
を
持

ち
、
平
左
衞
門
に
お
い
て
は
、
古
谷
本
の

書
に
見
え
る
時
期
に

ち
か
い
元
祿
八
年
か
ら
一
〇
年
に
か
け
て
、
あ
る
い
は
そ
の

後

一
兩
年
に

び
、
法
隆
寺
中
院
に
身
を
寄
せ
て
お
り
（
平
山

治

「
法
隆
寺
元
祿
修

に
關
す
る
一
史
料
｜
山
本
平
左
衞
門
日
記

抄
｜
」〔『
人
文

、

究
』
十
三

七
號
、
一
九
六
二
年
、
四
二

頁
〕）、

書
の

報
と
重
な
る
。
な
お
、
忠
辰
は
和
歌
な
ど
を
嗜

み
、
一

に
よ
る
と
松
尾
芭
蕉
と
關
り
が
あ
っ
た
と
も
言
わ
れ
て

い
る
（
芭
蕉
翁
記
念

『
松
尾
芭
蕉
』、
芭
蕉
翁
顯
彰
會
、
二

〇
〇
二
年
〔

版
一
九
八
九
年
〕、
一
五
頁
）。

9
）

１
）、
木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社

會
』、
一
八
三
頁
。

10
）
『

分
脈
』、
足
利
衍

『

倉
室
町
時
代
之
儒
敎
』
日
本
古

典

集
、
一
九
三
二
年
（
有

書

、
一
九
七
〇
年
復
刻
）、
一

九
三
〜
一
九
六
・
四
六
六
〜
四
八
五
頁
。

11
）

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補

版
』、
三
三
七
〜
三
四
〇
頁
。

12
）

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補

版
』、
三
四
二
頁
。

13
）

１
）、
木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社

會
』、
一
六
五
〜
一
六
七
頁
。

一
九

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



14
）

こ
の
部
分
は
、

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補
版
』、
に
お
い
て
も
未
紹
介
で
あ
っ
た
。

15
）

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補

版
』、
三
四
二
頁
。

16
）

２
）、
中
村
璋
八
『
日
本
陰
陽

書
の

究

補

版
』、
三
五
二
頁
、『
弘
文

、

莊
待

古
書
目

十
七
』
弘
文

、

莊
、
一

九
四
九
年
、『
古
典

下
見
展

大
入
札
會
目

』
東
京
古
典
會
、

一
九
八
八
年
、
に
よ
る
。
史
料
11
は
こ
れ
ら
古
書
目

に
よ
る
。

な
お
補
記
を
參
照
。

17
）

持

院
家
に
つ
い
て
は
、
以
下
を
參
照
し
た
。
西
村
愼
太

「

世
持

院
入
木

に
見
る
公
家
職
｜
そ
の

立
と
「

傳
」

の
傳
播
｜
」（『
東
京
大
學
史
料

纂

紀

』
二
〇
號
、
二
〇
一

〇
年
、
五
九
〜
七
〇
頁
）、
大

舞
「
持

院
基
春
に
よ
る
鷹
書

纂
｜
『
責
鷹
似
鳩
拙
抄
』
と
持

院
家
舊
藏
書
の
比
較
を

し

て
｜
」（『
立
命

文

、

學
』
六
三
〇

、
二
〇
一
三
年
、
六
五
九

〜
六
六
八
頁
）。

18
）

倉
弘
（
奈
良
縣
史

集
委
員
會

）『
奈
良
縣
史
十
一

大

和
武
士
』、
名

出
版
、
一
九
九
三
年
、
六
六
三
〜
六
七
六
頁
。

19
）

中
世
大
和
國
の
國
民
は
、
當

の
身
分
呼

の
一
つ
で
、
春
日

社
の
散
在
神
人
の
身
分
を
得
て
い
る
國
人
の
こ
と
。
興
福
寺
の
下

侶
で
あ
る
衆
徒
と
と
も
に
衆
徒
・
國
民
と

さ
れ
る
。
大

和
國
の
事
實
上
の
守
護
で
あ
っ
た
興
福
寺
は
、
同
寺
領
と
支

下

の
春
日
社
領
の
莊
官
ら
國
人
を
、
衆
徒
と
國
民
に
組
織
し
て
支

し
た
。
彼
ら
は
、
興
福
寺
の
實
權
を
一
乘
院
と
大
乘
院
の
兩
門
跡

が
二
分
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
ず
れ
か
に

屬
し
た
（
熱
田
公

「
國
民
」〔『
日
本

史
大
事
典
』、
小
學

、
二
〇
〇
〇
年
、
九
八

頁
〕）。

20
）

安
田

「
十
市
氏
」（『
日
本
史
大
事
典
』
五

、
平
凡
社
、

一
九
九
三
年
、
一
三
二
頁
）。
ち
な
み
に
、

忠
の
こ
ろ
の
十
市

氏
と
興
福
寺
と
の
關
わ
り
に
お
い
て
は
、『
多
聞
院
日
記
』
の

な
筆

の
、
興
福
寺
の
多
聞
院
英
俊
が
十
市
氏
の
一
族
で
あ
っ
た

（
幡

一
弘
『
寺
社
史
料
と

世
社
會
』、
法
藏

、
二
〇
一
四
年
、

二
六
三
〜
二
九
八
頁
）。

21
）

武
井
和
人
『
十
市

忠
和
歌
典

の

究
』

究

・

料

上
下
、
武
藏
野
書
院
、
二
〇
二
〇
年
、
一
三
五
三
頁
（

料

下
）。

22
）

筒
井
氏
は
、
南
北

末
期
か
ら
臺
頭
し
、
興
福
寺
の
官
符

衆
徒
の
棟

と
し
て
活

し
た
大
和
國
添
下
郡
筒
井
平

を
本
據

と
し
た
武
家
で
あ
る
。
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）
に
な
る
と
、
織

田
信
長
よ
り
大
和
一
國
の
支

を
任
さ
れ
、
郡
山
に
築

し
た
。

と
こ
ろ
が
、
豐
臣
秀
吉
に
よ
り
、
筒
井
定

が
伊
賀
上
野

へ
轉

封
さ
せ
ら
れ
、
大
坂
の
陣
後
筒
井
氏
は

し
た
（
熱
田
公
「
筒

井
氏
」〔『
日
本

史
大
事
典
』
小
學

、
二
〇
〇
〇
年
、
一
一
二

〇
頁
〕）。

23
）

18
）、

倉
弘
（
奈
良
縣
史

集
委
員
會

）『
奈
良

縣
史
十
一

大
和
武
士
』、
三
七
六
〜
三
七
七
頁
。

二
〇

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て



24
）

歌
人
は
、
政
治

信
條
や
立
場
を
同
じ
く
す
る
グ
ル
ー
プ
に

屬
し
詠
歌
を
行
っ
た
。
歌
會
・
歌
合
は
、
共
同
體
の
構

員
で
あ

る
自
覺
の
下
に
な
さ
れ
る
嚴
格
な
儀
禮
で
、
題
を
得
る
、
構
想
を

る
、
添

を
受
け
る
、
料
紙
に
記
す
、
作
品
を
讀
み
上
げ
る
と

い
っ
た
一

の
行
爲
を
一
定
の
作
法
故
實
（
そ
の
グ
ル
ー
プ
で

用
す
る
ル
ー
ル
）
に
の
っ
と
っ
て
行
う
も
の
で
あ
る
。
古
今
・
後

・
拾

の
三
代
集
に
よ
っ
て

び
取
ら
れ
た
素
材
と
詠
法
を
基

盤
に
す
る
（
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
｜

倉
將
軍

か
ら

國
大
名
ま
で
｜
』、K

A
D
O
K
A
W
A

、
二
〇
一
六
年

〔

版
二
〇
〇
八
年
〕、
一
九
〜
二
一
頁
）。

25
）

24
）、
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
｜

倉

將
軍
か
ら

國
大
名
ま
で
｜
』、
一
九
〜
二
三
・
二
六
一
頁
。

26
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
が
、「
十
市

忠
に
つ
い

て
」（『
國
文

、

學
言
語
と
文

、

藝
』
五
〇
號
、
一
九
六
七
年
、
四
五

〜
四
六
頁
）
に
て
指
摘
し
、「

忠
は
敬
神
崇
佛
の
念
が
非
常
に

篤
か
つ
た
ら
し
い
」
と

價
し
た
。

27
）

24
）、
小
川
剛
生
『
武
士
は
な
ぜ
歌
を
詠
む
か
｜

倉

將
軍
か
ら

國
大
名
ま
で
｜
』、
二
六
一
頁
。

28
）

菊
地
仁
『
職
能
と
し
て
の
和
歌
』、
若
草
書

、
二
〇
〇
五
年
、

一
六
一
〜
一
八
七
頁
、
曾
根
原
理
『
德
川
家
康
神
格
イ
へ
の

｜

中
世
天
臺
思
想
の
展
開
｜
』、
吉
川
弘
文

、

、
一
九
九
六
年
、
一

八
九
〜
一
九
二
頁
。

29
）

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
以
下
を
參
照
し
た
。

21
）、
武

井
和
人
『
十
市

忠
和
歌
典

の

究
』
三
五
〇
〜
三
五
四
頁

（

究

）。
淸
原
宣
賢
を
仲
介

と
し
て
の
三
條
西
實
隆
と
の
關

わ
り
に
つ
い
て
は
、
末

豐
「
畠
山
義
總
と
三
條
西
實
隆
・
公
條

父
子
｜
紙
背
文

、

書
か
ら
探
る
｜
」（『
加
能
史
料

究
』
二
二
號
、

二
〇
一
〇
年
）
一
〜
二
七
頁
、
が
詳
し
い
。

30
）

21
）、『
十
市

忠
和
歌
典

の

究
』、
一
三
六
七
頁

（

料

下
）。

31
）

26
）、
井
上
宗
雄
「
十
市

忠
に
つ
い
て
」、
四
九
頁
。

32
）

金
澤
市
立
玉
川
圖
書

世
史
料

加
越
能
文

、

庫
藏
本
『
松
雲

公

集

纂
』（
特
・
一
六
〇
三
・
八
・
一
）
九
二
、
書

部
五
「
南

東
大
寺
等
書

目

」、
に

載
さ
れ
て
い
る
（

21
）、
武
井
和
人
『
十
市

忠
和
歌
典

の

究
』、
一
三

頁
〔

究

〕）。

33
）

21
）、
武
井
和
人
『
十
市

忠
和
歌
典

の

究
』、

一
二
〜
一
八
頁
（

究

）。

34
）

１
）、
木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社

會
』、
三
四
三
〜
三
四
九
頁
。

35
）

１
）、
木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社

會
』、
四
七
五
〜
六
二
〇
頁
。

36
）

３
）、
馬
場
眞
理
子
「

の
「
正
理
」
｜
『

林
問
答

集
』
に
お
け
る

の
解

を
中
心
に
｜
」、
一
二
一
〜
一
二
二
頁
。

37
）

１
）、
木
村
純
子
『
室
町
時
代
の
陰
陽

と
寺
院
社

會
』、
五
六
五
〜
六
二
〇
頁
。

二
一

『

林
問
答
集
』
の
新
寫
本
に
つ
い
て


